
千
里
山
会
第
1
5
回
総
会
の
概
況

千
里
山
田
第
1
5
回
総
会
は
、
平
成
2
3
年
1
0
月
1
6
日

(
日
)
に
、

1
6
回
生
清
水
健
至
様
の
協
力
を
得
て
、
数
回
続

い
た
お
茶
の
水
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
か
ら
原
宿
の
南
国
酒

家
原
宿
庖
(
迎
賓
館
)
に
変
わ
り
、

7
8
名
の
出
席
者
の
も
と
、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
未
明
ま
で
の
激
し
い
雷
雨
に
気
を
按
み
ま
し
た
が
、

皆
様
が
お
越
し
に
な
る
頃
に
は
す
っ
か
り
あ
が
り
、
む
し
ろ
初

夏
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し
と
な
り
ま
し
た
。

前
回
よ
り
会
の
進
行
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

3

2

回
生
古
川
道
子
さ
ん
、

3
5
回
生
石
井
庸
三
さ
ん
、

3
9
回
生

増
田
泰
邦
さ
ん
は
早
く
か
ら
会
場
入
り
さ
れ
、
映
像
・
音
響
の

調
整
に
あ
た
り
、
ま
た
合
唱
時
に
伴
奏
を
し
て
い
た
だ
く
3

1

回
生
杉
山
秀
子
さ
ん
と
合
唱
隊
に
よ
る
練
習
も
始
ま
り
ま
し
た
。

1

1
時
半
よ
り
お
越
し
に
な
っ
た
方
か
ら
会
場
に
入
っ
て

頂
き
、
い
よ
い
よ
第
1

5
回
の
総
会
の
始
ま
り
で
す
。

* 
る
と
認
め
ら
れ
た
者
達
の
間
で
、
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

第
4
条

会

員

会
員
は
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
、
か
つ
申
し
出
に
よ

り
本
会
に
登
録
さ
れ
た
個
人
で
、
別
に
定
め
る
会
費
を

収
め
る
者
と
す
る
。

(
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
会
員
)
、
本
会
に
功
労
が
有
っ
た

会
員
(
お
よ
び
本
会
の
発
展
に
特
に
深
い
関
わ
り
が
有

っ
た
方
。
注
一
会
員
以
外
の
方
で
対
象
は
例
え
ば
南
部

久
子
様
)
に
対
し
て
、
総
会
の
譲
を
経
る
こ
と
に
よ
り

名
誉
会
員
の
称
号
を
贈
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
)
を
追
加
し
、
総
会
に
は
か
り
、
総
会
出
席
者
多
数
の

拍
手
を
持
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

会

計

監

査

員

の

変

更

事

務

局

長

奥

田

陽

一

今
ま
で
会
計
監
査
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
2
7

回
生
宮
林
芳
子
様
が
脳
梗
塞
で
夏
に
倒
れ
ら
れ
、
今
は
か
な
り

回
復
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
引
き
続
い
て
の
任
は
無
理
な
の
で
、

2
6
回
生
児
玉
絢
子
様
に
引
き
継
い
で
頂
き
た
い
。

総

次

会

第

司
会

事
務
局
長

奥
田
陽

開

会

宣

言

問

右

世

話

人

代

表

挨

拶

世

話

人

代

表

寺

津

美

代

子

ち

さ

と

会

報

告

第

1
5
回
生
山
本
平
八
郎

千
里
山
駅
改
造
工
事
の
現
況
説
明

2
0
1
2
年
6
月
4
日
(
金
)
ち
さ
と
会
実
施
予
定

事

務

局

報

告

事

務

局

長

奥

田

陽

一

会
計
報
告
、
総
会
決
議
事
項
(
規
約
一
部
改
正
)

採
決
、
遠
来
者
・
初
参
加
者
の
紹
介

吹
田
第
一
中
学
校
賛
歌

3
1
回
生

次

号

会

誌

へ

の

寄

稿

の

お

願

い

事

務

局

総

会

閉

式

宣

言

事

務

局

長

nu 
l
 

杉
山
秀
子

萩
原
直
大

奥
田
陽
一

規
約
一
一
部
改
訂

*

第

2
条

目

的

本
会
は
大
阪
府
吹
田
市
立
千
里
第
二
小
学
校
(
千
里

第
三
小
学
校
)
に
在
籍
し
た
者
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

事
務
局
長

奥
田
圃

総
会
出
席
者
多
数
の
拍
手
を
持
っ
て
こ
の
変
更
案
は
承
認

さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

会
計
・
業
務
報
告

事
務
局
長

奥
田
陽

千
里
山
会
2
0
1
1
年
総
会
・
懇
親
会
出
席
者
名
簿
，
経
過

報
告
，

2
0
1
1
年
度
会
計
報
告
を
*
*
頁
に
掲
載
い
た
し
ま

す。
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遠

来

者

紹

介

*

初

参

加

事

務

局

長

奥

田

陽

一

諏
佐
和
子

(
1
4
)
一
千
里
山
，
山
本
平
八
郎

(
1
5
)
一
千
里

山
，
松
村
信
雄

(
1
6
)
一
ハ
ワ
イ
，
石
川
(
山
本
)
照
代

(
1

8
)
一
千
里
山
，
*
諏
佐
奈
々
子

(
1
8
)
一
千
里
山
，
*
春
原

(
広
瀬
)
幸
子

(
1
8
)
一
神
戸
，
*
吉
原
(
吉
田
)
良
子

(
1

8
)
一
高
槻
，
和
田
忠
博

(
2
0
)
一
神
戸
，
樺
山
(
三
笠
)
翠

(
2
0
)
一
千
里
山
，
浅
野
倉
平

(
2
0
)
一
千
里
山
，
金
尾
(
尾

崎
)
景
子

(
2
3
)
一
広
島
，
瀧
(
大
森
)
梢

(
2
6
)
一
千
里

山
，
林
裕
三

(
2
7
)
一
伊
勢
，
西
田
悠
紀
夫

(
2
7
)
一
千
里

山
，
増
田
泰
邦

(
3
9
)
一
宇
都
宮



初

参

加

者

紹

介

事

務

局

長

奥

田

陽

一

野
田
貞
造

(
2
4
)
，
宮
後
康
恒

(
2
7
)
，
村
上
創
太
郎

(
2

8
)
，
馬
場
(
河
井
)
久
恵

(
2
8
)
，
岡
市
(
西
村
)
愛
子

(
3

3
)
，
後
藤
(
上
回
)
伸
子

(
3
3
)

懇

親

第

次

A 
:u; 

司
会

3
5
回
生

庸

石
井

開
会

乾
杯

各
テ
ー
ブ
ル
で
の
歓
談

祝
電
披
露
(
衆
議
院
議
員
3
3
回
生

近
況
報
告

夫
婦
で
出
席
の
後
藤

(
3
1
回
生
、

3
3
回
生
)
様

最
多
出
席
者

(
9
名
そ
れ
も
関
西
よ
り
多
数
)
の
1
8

回
生

班
で
の
写
真
撮
影

1
6
回
生

石
川

治

藤
村

修
氏
)

三
十
九
回
生

増
田

泰
邦

総
会
の
ご
挨
拶世

話
人
代
表

寺
津

美
代
子

本
日
は
、
二

O
一
一
年
度
第
十
五
回
千
里
山
会
総
会

.
懇
親
会
に
皆
様
方
多
数
お
集
ま
り
頂
き
ま
し
て
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
会
場
が
こ
こ
「
南
国
酒
家
」

に
移
り
ま
し
た
上
、
ご
出
席
の
方
々
に
つ
き
ま
し
で
も
、

千
里
第
二
小
学
校
は
も
と
よ
り
、
千
里
第
三
小
学
校
、

更
に
は
吹
田
第
一
中
学
校
の
関
係
者
ま
で
お
声
か
け
の

合
唱
隊

指
揮

3
2
回
生
古
川
(
藤
本
)
道
子

ピ
ア
ノ
伴
奏

3
1
回
生
杉
山
(
石
井
)
秀
子

千
里
第
二
小
学
校
校
歌
・
千
里
第
三
小
学
校
校
歌
・
大
き

古
時
計
・
吹
田
第

一
中
学

ご

中
賛
歌
」

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
記
入
お
願
い

閉
会
(
中
締
め
)

今
日
の
日
よ
さ
よ
う
な
ら

松
全 村

12 -

1
6
回
生

信
男員

今
年
も
ま
た
受
付
、
会
場
設
営
・
準
備
に
当
た
り
次
の
方
々

に
終
始
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

1
8
回
生
小
木
曽
(
名
田
)
文
子
、

2
3
回
生
佐
怒
賀
弘

子、

2
6
回
生
奥
田
(
渡
部
)
英
子
・
児
玉
(
服
部
)
絢
子
、

3
2
回
生
古
川
(
藤
本
)
道
子
、

2
9
回
生
芦
田
英
雄

の
皆
様
方
、
写
真
は
、

3
9
回
生
増
田
泰
邦
さ
ん
に
ご
協
力
願

い
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

範
囲
が
広
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
若
い
方
々
の
ご
参
加
が

増
え
、
よ
り
若
々
し
い
雰
囲
気
が
加
わ
り
ま
す
こ
と
と

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
会
場
設
営
に
当
た
り
、
当
会
場
を
ご
紹
介
下

さ
っ
た
(
凶
回
)
清
水
健
至
様
、
準
備
に
ご
尽
力
下
さ

っ
た
事
務
局
長
の
奥
田
陽
一
様
、
本
日
の
運
営
に
携
わ

っ
て
下
さ
る
(
お
回
)
石
井
庸
三
様
、
(
羽
田
)
増
田
泰
邦

様
を
初
め
総
会
・
懇
親
会
の
企
画
・
設
営
準
備
を
支
え
、

助
け
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
、
こ
こ
で
心
よ
り
の

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
、
第
十
五
回
の
記
念
す
べ
き
千
里
山
会
総
会
を

迎
え
、
平
成
九
年
の
千
里
山
会
創
立
以
来
の
年
月
を
顧

み
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
世
話
人
代
表
を
務
め
て
下
さ
っ

た
飯
島
泰
蔵
様
、
故
黒
川
高
秀
様
、
大
森
信
様
の
お
三

方
、
長
ら
く
事
務
局
長
を
務
め
ご
苦
労
下
さ
っ
た
柿
崎

虞
吾
様
、
そ
の
後
を
引
き
継
い
で
ご
尽
力
下
さ
っ
て
い

る
奥
田
様
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
ご
尽
力
に
対
し
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
く
存
じ
ま
す
。
先
日
凶
号
が
発

行
さ
れ
た
千
里
山
会
会
誌
も
、
他
の
同
窓
会
に
は
見
ら

13 



れ
な
い
立
派
な
内
容
の
会
誌
で
、
私
も
会
誌
を
通
じ
て
、

千
里
山
に
関
す
る
新
た
な
知
識
を
ど
れ
だ
け
多
く
得
さ

せ
て
頂
い
た
か
知
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
来
紹
介
し
て
参
り

ま
し
た
南
部
教
子
さ
ん
が
五
十
年
余
り
も
前
に
果
た
さ

れ
て
い
た
日
比
国
際
親
善
の
功
績
に
つ
い
て
も
、
知
ら

せ
て
下
さ
っ
た
ア
ル
ボ
レ
!
ダ
さ
ん
が
、
千
里
山
会
会

誌
の
存
在
を
知
っ
て
接
触
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
端
を

発
し
て
い
ま
す
。
千
里
山
会
会
誌
が
無
け
れ
ば
、
南
部

敦
子
さ
ん
の
功
績
も
広
く
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
創
刊
以
来
ご
苦
労
下
さ
っ
た
柿
崎
様
、
後
を

引
き
継
い
で
ご
尽
力
下
さ
っ
て
い
る
奥
田
様
、
萩
原
様

の
ご
尽
力
に
も
頭
の
下
が
る
思
い
で
、
心
か
ら
の
感
謝

の
念
を
お
伝
え
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
共
十
八
回
生
で
は
、
九
名
の
出
席
者
中
、
四
人
の

方
々
が
関
西
よ
り
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。
中
に
は
卒

業
以
来
六
十
数
年
振
り
の
再
会
を
果
た
さ
れ
た
方
々
が

お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
人
生
の
喜
び
、
生
き
て
い
る

こ
と
の
幸
せ
の
一
つ
で
あ
り
、
千
里
山
会
の
お
陰
で
得

ら
れ
た
幸
せ
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。

我
々
が
千
里
山
を
想
う
時
、
先
ず
父
や
母
の
顔
が
浮

か
び
、
次
い
で
兄
弟
姉
妹
や
同
級
生
の
こ
と
を
思
い
出

す
の
は
、
私
一
人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
こ

の
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
お
互
い
に
思
い
出
を
語

り
、
友
情
を
温
め
、
連
帯
の
輸
を
広
げ
て
下
さ
い
。
共

通
の
〔
ふ
る
さ
と
〕
と
し
て
共
に
千
里
山
を
懐
か
し
め

る
幸
せ
を
感
じ
っ
、
、
大
い
に
語
り
、
楽
し
ん
で
下
さ

る
こ
と
を
心
よ
り
望
ん
で
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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南国酒家迎賓館

(ffiI生別・五十音順・・印初参加)

飯島泰蔵、

石川忠志

柿崎慎吾、 三分一克美、 岡本(山崎)郁子、諏佐和子

赤羽隆夫、山本平八郎、

清水健至、松村信男、

高橋一三、友野信善、石田{神谷)明子、梅本(渡辺)ひろみ、山本(吉田)恵子、

片山 章、石川I(山本)照代、小木曽(名田)文子、栗木(池田)明子、諏佐奈々子*、

滝沢(村中)万里子、寺湾(劉)美代子、春原(広瀬)幸子*、吉原{吉田}良子*

浅野倉平、久保利也、長谷川宏有、和田忠樽、様山(三笠)翠、

大森信、平田境、大久保千尋、土橋(小原)美智子

尾JI!原奈美江

平川種徳、金尾(尾崎)景子、黒JII(大藤)幸子、佐怒賀(片山)弘子、

奥田陽一、野間領造事、斉藤(南篠)万貴子

細見彩、奥田(渡部)英子、川原(河井)一恵、児玉(服部)絢子、沢田(大賞)操子、

下野{中瀬)飽子、関(村岡)貧美子、瀧(大森)繍

弁筒征彦、高見信雄、商図悠紀夫、荻原直大、林

島野{森広)和子、戸島(大石)絵子、

28回生 村山倉j太郎*、水原清子

29回生 芦岡英雄

30回生 今尾(I'J島)厚子、北口(中瀬)晃子、森島(服部)美紗子、保田(池原)洋美

3 1回生 後藤健次郎、杉山(石井)秀子、

32回生 村井豊、山国明、古JI!(藤本)道子

33回生 坂田芳治、岡市(西村)愛子*、後藤(上回)伸子*、

3 5回全 石井康三

39回生 憎岡泰邦、湾問純

43回生(千三I) 清水恒治、森(堤)玉貧

裕三、官後康恒久

以上77名

出席者名簿千里山会2011年総会・懇親会
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2011.10.16 

20回生

2 1回生

22回生

23回生

24回生

26回生

9回生

1 2回生

14回全

1 5回生

1 6回生

1 7回生

1 8回生

27回生



【2011年度千里山会収支表】
1 1年4月 1日'"1 2年 03月31日

2012年3月31日

収入 金額 支出 金額

前年度繰越 546.152 
年会費 206名 412.000 通信費 74.062 

振込手数料 420 
内訳 10年 3名 4.000 文具 ・コピー費 40，846 

1 1年 201名 402，000 打合経費 14， 704 
1 2年 2名 4，000 慶弔費他 5.250 

会誌 14号作成費 182，595 

振込手数料(会費振込分参)RF -13.640 会員名簿作成費
その他(雑収入) 注) 58.820 
利息 98 
小計 457.278 小計 317.877 
懇親会費 78名 624，000 会食費 617.575 。8，000 写真費

合唱隊諸経費
記念品費
小計 617，575 

寄付金 1 9名 122，000 
繰越 813，978 

合計 1，749，430 合計 1，749，430 

参考 基金総額 :617，000円 (1996年募集)
寄付累計: 1 ， 324 ， 442 円(l996/4~2012/3 延162名、合切手寄付)

注)一昨年切手をご寄付頂いた方から、内48，000円分を現金で買取るとのお申出を頂
き現金引換えで切手をお返ししました。収入は通信費のマイナスで計上するべき
ですが、通信費の当期実績が歪むため雑収入に計上しました。

本目、千里山会の会計監査をした結果、処理は適正且つ正確で
あるものと認めます。

2012年 7月 15日 監事 平田
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坦

経過報告

11.07.26 
11.08.05 
11.08.15 
11.09.02 
11.09.04 

11.10.16 
11.12.10 

12.02.07 

12.02.24 
12.04.05 

12.04.16 

12.04.11 

12.05.29 

12.06.06 

12.06.26 
12.07.07 
12.07.15 

会誌 14号ゲラ刷り完成・チェック 27萩原直大

会誌発送用封筒準備・会誌 14号完成発送開始

会誌 14号を国立国会図書館に納本

33藤村修氏の内閣官房長官就任に祝電を送る
総会準備委員会 於南国酒家

24奥田陽一

14柿崎 16清水 18小木曽、寺津 21平田 23佐怒賀

27萩原 35石井 39増田 24奥田以上 10名
201 1年度総会・懇親会 (詳細会誌 15号)
常任幹事会於八重洲倶楽部
2012年の総会開催日時・場所について

2012.10.20文は 27(土)に、日比谷アラスカで開催することを決

定 14柿崎 16清水 17高橋 18片山、寺津、小木曽

22尾川原 23佐怒賀 24河合、河井、奥田 26児玉 27萩原、
高見 29芦田 32古川 35石井 39増田 以上 18名

2012年総会を 10月 20日(土)12時より日比谷アラスカで開催す
ることを最終決定

百寿を迎えられた南部久子様に、会員一同より祝電を送る

宮脇佐井寺自治会長訪問、佐井寺自治会発行の「佐井寺風土記こ
ぼれ話jの会誌への転載許可お願い、了解頂く。

20浅野、荒木、堀上(会員外)

会計 11年度決算書類作成・チェック

21平田坦 26服部絢子 24奥田陽一
千里山在住会員との懇談於音羽寿司
20浅野、荒木、樺山 24奥田
日比谷アラスカ下見、会誌 15号編集打合せ

18寺津 27萩原 24奥田
吹田市立博物館より「佐井寺地域歴史散歩jの会誌 15号への
転載許可取得
会誌 15号編集打合せ於学士会館 27萩原 24奥田
会員名簿改訂版版下完成、発注 32古川 24奥田

会誌 15号編集完了印刷会社に依頼 27萩原 24奥田
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全員 18回 生 広瀬劉 村中名田池田
山本 吉田 諏佐

14柿崎 15山本 赤羽 14三分一
14諏佐 12石川 9飯島 14山崎

17友野 16清水 17高橋 16松村
31石井 20浅野 17神谷吉田 17渡辺

31後藤 20和田 久保 三笠長谷川|
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全員 26回生村岡大貫中瀬細見河井
大森 服部 渡部

全員 27回生高見井筒
森広 大石

萩原宮後
林

21 

西田
21大森 24奥田野田 23平川尾崎

23片山 24南保 23大藤
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懇親会スナップ写真集

千里山会総会・

千里山会総会・

29芦田 32山田藤本 30副島 中瀬
32村井 30池原服部

乾杯 16清水さん

千里山会

39増田 43(千三 I) 堤 清 水 35石井 39津田
33西村 坂田 上回
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